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栽培技研，9（2）：61～68，1980

マアジの種苗生産

　　　　佐藤　博・森　保樹

（日本栽培漁業協会・上浦事業場）

　マアジ（7rαc勧r螂」αρo疵。螂　（T．＆S．））は暖海性魚種のうちでも特に産業的に重要な種

類であり，その漁獲量は昭和35年頃60万トン近くに増加したが，これを頂点として以後は漸減し，53

駕には6万トン以下に激減した。その経済的価値からみても本種の資源培養は急務と言える。しかし，

本種の資源生物学的研究は，かつて久保（1966）Pも指摘しているように他の重要魚種のそれに較べて

少なく，その初期発生に関する知見が全く欠けており，種苗生産技術麗発も実施きれないまま，今日

まで経過した。

　日本栽培漁業協会では，昭和52年頃から本種の種苗生産技術開発を計画し，熟卵をもつ親魚の入手

が困難なことから，まず古満臼事業場で親魚の育成を手がけ，高知大学農学部落合　明教授および楳

田　普助教授の支援により，54年に漸く採卵の可能性について知見を得，55年4月その採卵に成功し

た。他方，上浦事業場でも育成親魚と天然親魚を用いて採卵を行ない，ふ化仔魚を育成して七種の種

、苗生産に燃応の成算を得ることができた。

　本文では，本場のふ化仔魚の育成に重点を置いて種苗生薩技術開発試験の結果の概要を取りまとめ

て報告する。

　なお，本稿の御校閲をお願いした本協会大島泰雄常務理事に厚く謝意を表する。

1　親魚および採卵

蓄）親魚　　　採卵に用いた親思は，（a）階和52年，上浦事業場地先海面で採捕した当年生未成魚

　褒1　試験に驚いた親近の測定値

養成親魚　55年6月22日

全長（cの 尾叉長（cm） 頭長（cm 体重（c臼） 体重（9 生殖腺重量（9 生魚湶日数（×100） 性別
32．5 30．5 6．5 9．0 465 12．8 2．8 ♂

33．0 31．G 8．0 8．0 475 10．2 2．1 ♂

32．0 30．5 7．0 9．0 520 2L5 4．1 ♂

31．0 29．5 7．0 8．0 370 2．7 0．7 ♂

35．O 32．G 7．0 8．0 480 6．5 L4 ♀

33．0 31．G 7．5 8．0 400
｝ 一

、β

佐賀ノ関天然魚　55年6月16賃

全長（cm） 電叉長（c田） 頭長（c血） 体高（c田） 体重（9） 生殖腺重母（9） 生殖腺指数（×1GG） 姓別
43．0 40．0 9．0 10．0 640 36．4 5．7 ♂

32．0 30．5 8．0 8．0 310 17．畦 5．6 ♂

4Lo 38．5 9．o 8．5 55 40．7 7．3 ♂

38．5 35．0 8．G 8．0 嘆70 30．8 6．6 ♀

34．0 33．0 7．G 8．0 415 32．4 7．8 ♀

34．0 32．0 7．5 8．5 385 38．8 1G．1 ♀

34．0 32．0 8．0 8．0 370 14．7 雇．G ♀
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（全長9～12cm）を小罰り（3x3×3m）に収容して養成した3年團の成魚88尾と（b）55年4月以降

大分県北海部郡佐賀関町漁協の一本釣漁船によって漁獲された成魚124毘である。両者の採卵時にお

ける体部位の測定値は表1に示すとおりである。

　2）採卵

　a）養成親魚　　　曜和55年3月24臼，小割りから親魚79尾を取り上げ70m3水槽に収容して自然産

卵を待ったが産卵には至らなかった。そこで6月玉3日，上記のものと小割りからの親魚合せて88尾

（雌雄比不詳）を取揚げ（当時の海水温度20．3℃），ゴナトロピンを200マウス単位／尾注射した後，

予め飼育水を22．2℃に加温した陸上水槽（5×5×董．8田）に収容し，流水で飼育した。水温は群々

に低下して21．3℃となった。

　浮上受精卵は6月15日に1回のみ確認された。これをサイフォンでテトロンシャーネット（径70cm，

深さ60c鵬）に採集し，同容積のふ化槽に移して，通気および注水を行なった（水温は21～22℃に保持

きれた）。

　採取した受精卵は浮上卵80cc，沈降卵320ccで，その平均卵径は0．84　mm（0．56～LO8m勲）油球は1

個であった。1cc当りの卵数は2，σGO～2，500粒と推定され，これから推算すると浮上極数は約18×

工04個となる。この浮上卵からユ3．8×104尾のふ化仔魚を得た。ふ化率は約77％に棺当する。

　b）天然親縁　　　懸魚は4月以降7回に亘って購入され，その都度人工受精が試みられたが，完

熟卵を得たのは6月7Bの1尾であった。搾出卵を乾導法により人工受精し，浮上卵130cc，沈降卵

50ccを得た。しかし，浮上卵のふ化率は劣悪で，500尾のふ化仔魚を得たに過ぎない。

　2　ふ化紙魚の育成

　1）樗料および方法

　a）育成親分から得たふ化仔魚　　　屋外50トン容水槽（5x5x1．8　m）ユ面を嗣い，予め通称

クロレラ培養液を飼育水申の濃度が100×104ce舞s／雇となるように添加して水作りを行なった。な

お，水槽上には寒冷紗覆を設け，晴天時には水面を遮光して照度調節を行ない，またエアストーンを

適宣（6ケ所以上）配置して通気を施した。

　6月16臼，ふ化水槽から上記の飼育水槽にふ化仔魚を叡賦した。収容歯数は138，000尾であった

（　収容密度‘ま3942尾／！が）o

　飼育餌料：　初期にはシオミズッボワムシ，

ブラインシュリンプ幼生および地先海面で灯火

採集したAc謎t蔵を韮とするコペポーダであり，

後にはTlgriOPUS，マダイ・イシダイふ化仔魚，

マダイ豊平用配合餌料，粉砕液状アミェビを用

いた。

　なお，ワムシについては，給餌蘭予めクロレ

ラで二次培養し，仔魚の開口聴（ふ化後2日）

から全長7鑓m前後までの間には，飼育水中の密

度が3～5個／耀を樗蚕するように投与し，そ

れ以降はほi3回現存密度を測定して常にそれ

カ～0にならなも、よう心・力哉ナた。

羅
講。，51

饗1

図1　陸上水槽における餓育
　　　期間中の飼育環境条件
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　開口後の経過日数

25 3G　日

　水質管理：　仔魚の開口後2撮から換水を開始し，その善誘率は当初5％，仔魚が全長5陥前後に

なった時点で30％，10m紐前後の時点で100％とした。また，クロレラ濃度50～mO×10㌔ells海6を

保つように，初期には，2間その培養液を添加したため，以後は施肥を3回行なった。飼育期間中の

水温は21．2～23．8℃で，初期には加温したが，換水率が60％を越えた開目陵16日にはこれを中i上した。

また，飼育期間中のpHは8．2～8．6であった（図1参照）。各餌料の日聞給餌量は園2に取りまとめ

て那した。
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　沖出しと分槽：　仔魚が全長1伽m，15mmおよび20mmに成長した段階で，3回に亘り海面小割り（3

×3×2m，網目260径）に分養した。なお，各段階の時点で成長の遅れた小型魚群を飼育水槽と同

型の別の水槽へ分減して飼育を行なった。

　10m鵬時沖出しは開日後B日に実施され，平均全長10．2田m（6．3～ユ7。6m田）の仔稚魚3．2×104尾を

2面の小害駒に移した。周時に成長遅れの小型魚1．3×104尾を分槽した。

　15罰m時沖出しは開口後21日に行なわれ，水槽に残存する稚魚のうち全長15」湘（9，0x27．6m縫）の

稚魚5．8×104尾が3面の小割りに収容された。同時に分槽きれた小型魚が別に0．35×ユ04尾あり，

この時点の全数は6．ユ5×104。

　2伽m時沖出しは開日後29隣で，この時の稚魚は1．6×104尾，平均全長19．5mm（13．1～32．3mm）で

あったが，これは乱訴の分槽小型魚を育成したものである。

　沖出し後は，全長25～30m組で1小割り当て0．8～LO×104尾および45鵬で0．5×104尾となるよ

うに小割りを増して分養が行なわれ，また，稚魚の成長に合わせて網の目合を初めの260径から220

－200－140－90径というように網地を替えた。

　主餌料は粉砕魚肉で，金高40m盈前後までの期間は280あるいは140径の網地を張った木枠（40×30

×4cm）に餌を入れて，1日5～6回給鱗したが，以後は手撒きとした。このほかにアルテミァふ化

幼生を全長20m磁まで，コペポーダ類を50m組まで投与し，またマダイ稚魚育成用配合餌料1号（臼本農

産K．K）を投与した。三二中の水温は

2LO～22．8℃であった。なお，図3に

仔稚魚1尾当り生物簸料撰閥二二量の

推移を示した。マアジ仔魚は厨口は開

日後2日頃からパッチを形成し，夜間

は水面に団子状にい集する牲質がある

ため，陸上水槽での柱状サンプリング

による実数把握が困難で，マダイの投

餌基準量と比較すると，陸上飼育およ

び沖幽し当初の二二量はやや不足気味

であったと思われる。

　b）天然親旧から得たふ二二魚

　6月10日，天然素魚から入工採卵に

より得られたふ化活魚約500尾は0．5m　

容パンライト水糟に収容された。投鱗

は上記（a）の場合に準じた。飼育は7月

9日，30日間で打切られた。この間の

水漏は20．8～24．0℃であった。

　2）結　　　果

　a）育成親魚から得たふ化仔魚

　生残率　　　陸上水槽における生残

三農よ，　ふイヒ仔魚奴容後20日　（浮§1＝】後18

日）即ち第1回沖出し時から叡容後23

投
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図3　マアジ稚魚1尾あたりの
　　　生物餌料日間投餌数量
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日即ち第2面沖出し時までの歩減りを無視すると，収容後20日の聴点における生残率は（10・65／13．8

×100÷77％となる。双容後4日に実施した柱状サンプリングによる現存尾数推定値は1L35x104で

あり，この値が適当であるとすると，叡容後4日の生残率は約82％であり，収容直後に主な減耗があ

ったことが予想される。いずれにしても全長10～1舗m程度までは意外に高い生残率で飼育できると言

えよう。なお，分槽された小型魚は第1回し3×ユG4尾，第2回0．35×104尾，計1．65×104尾であ

ったが，ふ化仔魚収容後31日の第3回沖出し時に1，6×104尾を取上げたから，その滅耗は僅か3％

程度に過ぎなかった。

護2　沖出し育成のマアジ稚魚の成長と生残率

涌　　出　　し　　時 収　　　納　　　時
回

月日 金長（m搬） 尾数 月日 全長（磁m） 罵数

生残率

i％）

日闘成長率

i研m／臼）

ユ 昭．55
V月6日

　10．2
i6．3～17．6）

32，0嘆0 8月7日
i32日）

　　48．4
i27．4～72．2）

24，990 78．O L19

2 7月8日
　15．1
i9．0～22．6）

58，077 8月6日
i31日）

　　47．8
i32．5～67．2）

5L680 89．0 LO5

3 7月16縁
　　19．5
i13．1～32．3）

166，640
8月2日（17日） 　　42．9

i31．0～55．2）
工娃，660 88．／ 1．38

計 106，757 91，330 85．5

　沖出し後の育成結果は表2に取りまとめて示したとおり，約1か月後，全長43～48m斜の幼魚9．1x

104尾が最終的に収納され，沖出し期間における生残率は平均85．5％であった。これをふ化仔魚から

通計すると66％となる。なお・ふ化後52日目（8月8日），全長4翫m蒲後の時点で，赤潮（Gy註modinium

sp，濃度L600個／認）が発生し，約2，000尾の稚魚が麗死した。これは小割りに収容された稚魚の

約2。8％に当る。また，全長40田mの時点で眼球下部の総蓋が陥没して先端が反転して反るといった異

型魚が2～4％出現したが，へい死には至らなかった。その後は特別な異常がなく経過した。

　このように育成二二中，特に大きな減耗がなかったのは，マダイその他の魚種でみられる共喰い現

象が観察されなかった点がそのユ主因として挙げられよう。

　成　長　　　ふ化仔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図尋　育成マアジの初期成長
魚の平均全長は2．57m憩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22．0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18．（2．13～2．79細）で，

開口後21日までの成長

は図4に示すように経

過した。全長i10mmおよ

び15m臓前後に成長する

のに，今園の育成試験

では，開口後それぞれ

約17日および20日を要

した。また，沖出し陵

の成長については，日

間成長率でみる限り，

第3園沖出し後17臼で

全

15

長歪G

（mの

51
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43mmに成育した。第1・2回沖出し群の成長はやや劣る。

図5　マアジ仔稚魚の全
　　　長と体璽の関係
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図6　消化管内における生物餌料の数量
　　　の仔稚魚の成長にともなう変化
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　全長10阻m以上の個体について全長伽）と体重（g）との関係を図5に示した。全長20磁m以上については

両者の対数値にはほぼ直線的麗係を当てはめ得ると懇われるが，20m田以下については別途精査iする必

要がある。

　なお，ふ化仔魚の鯨は全長動mで形成され，この時点で消化管の反転がみられる。また，毘鰭鰭条

は6～7m醗で形成きれ，8～9mmでは第1・第2青鰭の区別が明瞭となり，鰭条も認められた。

　仔稚魚の餌料摂取は育成中の仔稚魚を随時取り上げてそあ胃内容を調べ，投餌された餌料の摂取量

を計測した。その結果は図6に取りまとめて示したが，概要は次のとおりである。

　ワムシの摂取量は全長3細で約30個，6m恐で100個，10田臼きで200個というようにその平均値が増加

した。給餌されたワムシはその大部分が体重180μ程度の小型であったが，仔魚の全長が5～6m組の

期間に体長250μ程度の中型ワムシが部分的に使用された。幼生およびコペポーダ類の摂取は全長4

紐盈前後から始まるが，蔚者では5鍍mで10個，ユOm珊で25個，後者のばあいには5盤mで5偲，10m田で20個

程度であった。なお，Tlgriopusの摂取は全長6～7田mから始まり，7m雁で2個，12mmで24個程度

であった。また，ふ毛仔魚の摂取は9m阻前後から始まるようであるが，消化が速やかでその数量を計

測していない。

　b）天然親魚から得たふ化学魚　　　6月玉0日に0．5翻容パンライト水槽に収容されたふ化仔魚は
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7月9日（開口後29日．）で金長平均24．2鵬田（18～30mm）に成長した。この時点の生残尾数は90罵で，

生残率は18％にとどまった。生残魚はその後陣出し飼育された。沖網し陵44日（開口褒73日）におけ

るその成長は平均72．8醗田（65～81閣）で，生残尾数は44尾であった。神出し後の歩留りは娼％で，ふ

化仔魚からのそれは8．9％となる。

　3　古満目事業場で採卵されたふ化仔魚の育成

　昭頼55蕉4月22日，古満扇事業場で採卵されたふ化仔魚の～部，約5x103尾が本場に輸送された

これらの仔魚は予めクロレラで水作りされた0．5m3容パンライト水槽に収容され，萌記の投餌法に準

じて飼育が行なわれた。収容時に計測された正常魚の実数は3．38×103尾であった。

　ふ化仔魚は開口蒔までに急減し，41日目の沖出し時点には僅か177尾（∫9均全長25融m）が生残した

のみであった（生残率　5％）。沖出し後は願調に成育し，80日後（ふ化仔魚収容時からの通算120

摂）には平均i15m搬に成長し，144尾が収納された。沖出し後の生残率は81％（通箪生残率　4％）

となる。

　その成長経過は図7に示すとおりである。なお，海面水温は18．2～24．1℃であった。
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図7　古満圏事業場で採卵された
　　　ふ化仔魚の育成による成長
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　4　考　　　察．

　今圃実施されたマアジの種苗生産技術開発試験の結果から，その成果と今後に残された問題点を併

せて，次の諸点が注鼠されよう。
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　1）採卵については，一応，養成親魚からホルモン注鮒を加えて自然産卵による採卵が可能なこと

が覇明した。しかし，今回は1圓の産卵に終り，その後の産卵は行なわれなかった。本種は恐らく多

回産卵を行なうと考えられるのであるが，この点は今後の検討課題となろう。いつれにしても，その

採卵数量は種灘嚢産に対応できるほど充分のものではなく，この点を充すためには親魚の成熟と関連

してその養成あるいは仕立て方についての検討が今後の課題となろう。なお，天然親魚については，

卵搾出による人工受精による採卵よりも予め購入した親魚を一時的に蓄養し，適時に養成親魚と周様

の自然産卵を期待すべきだと考えられる。しかし，天然親魚のばあい，～般に魚体の損傷が激しく養

成親魚に較べてスレにも弱い。この点を今後考慮する必要がある。

　2）本種の仔魚飼育は良い受精卵が得られるならば，比較的容易であり，今面は初園であったが，

かなり高い歩留りで種苗を収納できた。ふ化仔魚がマダイよりやや小型であるが，マダイにはほぼ準

じた方法で養成が可能である。また，今圓の飼育では，シオミズツボワムシに小型種を用いたこと，

全長10mm朗後から成長の遅れた小型群が主群から遊離浮上するのを，抄いとって分養したこと，分養

した小型群の沖出ししてからの成長が主群のそれと差のないこと，本種のばあいには育成申に減耗の

要因となる共喰い現象が認められないこと，全長10mm前後から魚肉への餌付けが酉能であり，ブリの

ばあいのように餌付け方法が問題となることはないなどの知見を挙げることができる。
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